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は じ め に  

 

第 61 回日本木材学会大会では、研究発表のプログラム編成を従来の方式から抜本

的に変更する一つの試みとして、申込データをブラウザから取り扱えるシステムを構

築し、それを利用して発表プログラムの編成などを行った。これは、2005 年から大

会運営検討委員会を中心に検討されてきた大会運営の改善策と一部の試行結果、2008

年に制定された「大会運営指針」とそれに基づいた複数の大会運営の実績などを受け、

発表プログラム編成を改革する一つの方策として試行されたものである。今回の試行

にあたり、試行錯誤が続いたシステム構築およびシステムの実際の運営にご協力いた

だいたプログラム委員会、部門委員会、第 61 回大会実行委員会の各位に、この場を

借りて感謝申し上げる。 

この試みは、第 50 回大会（2000 年、京都）以後申込データが電子化されたものの、

それが大会運営に必ずしも十分に活用できていなかった点を克服し、新しい大会運営

の一つの形として具体化したものでもある。もとよりこのシステムが最善であるはず

はなく、よりよいシステム作りを模索していくべきであるが、今回の試みがその第一

歩になり得るものと考える。 

そこで、第 61 回大会で採用したシステムについて、その内容、実施経過、問題点

などの詳細を、システム開発を行った者の責任と立場から取りまとめた。今後の大会

運営の改善に尐しでも役立てば幸いである。 

 

2011 年 4 月 16 日 

 

一般社団法人日本木材学会副会長 

同 プログラム委員会委員 

同 情報委員会委員（サーバ管理者） 

奥 村 正 悟 
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1. システムの概要 

 このシステムの骨子は、「大会運営指針」で規定されたプログラム委員会および部

門委員会（コーディネータ、サブコーディネータ）による発表プログラムの編成、大

会実行委員会による要旨集作成の作業について改善策を提起した「年次大会研究発表

のプログラム編成について（私案）」（2010 年 6 月 1 日）に基づいている。そこでは、

年次大会における研究発表の申込から要旨集の作成までの作業を 

(1) 発表申込の受付 

(2) 部門ごとのプログラム編成 

(3) 全体のプログラム編成 

(4) 要旨集の作成 

に分け、それぞれにおける手順について具体的な提案をした。 

 (1)については、基本的には第 50 回大会（2000 年）以降使ってきた申込フォーム

を踏襲するが、要旨集作成の手間を省力化するため文字の修飾（上付き、下付き、イ

タリック体などの指定）や特殊文字（ギリシャ文字、ウムラウト、アクサンなど）の

入力方法を改善すること、申込内容の申込者による確認と修正ができるようにするこ

となどをあげた。とくに、後者の改善は、発表申込フォームを静的なものから動的な

ものに変更する大幅な修正となるが、最終的には申込の取消を含めて実現した。また、

文字の修飾については、HTML タグの入力を認めることで一部実現した。 

 (2)～(4)については、実行委員会の担当者が部門委員にデータを送付するのではな

く、部門委員が自ら必要とするデータをサーバからダウンロードし、部門ごとのプロ

グラム（発表順、座長）を編成した上でサーバにアップロードすること、実行委員会

の担当者は部門ごとのプログラムをダウンロードして全体のプログラム（会場割付な

ど）を決め、サーバにアップロードすること、要旨集のデータは印刷業者がサーバか

らダウンロードすることなどを提案した。 

 その後、この基本的な流れに沿ったシステムの構築を試み、最終的にはファイルの

ダウンロードやアップロードをせずに、ブラウザを使ってプログラム編成（発表順お

よび座長候補者の決定、会場割付、座長依頼など）ができるシステムとした。 

2. 研究発表申込・閲覧修正フォーム 

2.1 フォームの設置とデータ処理 

 発表申込フォームは、第 50 回から第 60 回の大会まで、発表者、発表タイトル、発

表希望部門などを入力するフォーム（HTML ファイル）を学会ホームページに設置

し、入力データを CGI で処理してサーバに保存（CSV 形式のテキストファイルで保

存）する方式をとってきた。発表者が会員であるかどうかの認証は当初から行ってき

たが、要旨集原稿（PDF ファイルなど）のアップロードに対応したのは第 57 回以降

である。また、CGI は Perl で記述してきたが、第 58 回大会以降はファイルのアップ

ロード処理が容易な PHP で記述したプログラムに移行した。いずれの場合も、それ

ぞれの申込データはメールで申込者および大会の担当者に送信され、そのメールのデ

ータまたはサーバからダウンロードした申込データを使って担当者がプログラム編
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成を行ってきた。 

 今回採用するフォームでは、申込のみならず、申込データの閲覧・修正ができるよ

うにする必要があるため、動的なページ（条件に応じてブラウザに表示される内容が

変化するページ）の作成に向いている PHP で入力フォームを作成し、新規申込・閲

覧修正・申込取消の振り分け、閲覧修正時の個人認証、申込データの表示などを行っ

た。申込データの保存、修正（上書き保存）、取消（削除）は、既存の CGI（       ）

を修正して利用した。なお、入力フォームは、大会ごとに必ず変わる部分（開催回数、

締切日、発表部門など）と変わらない部分（基本的な入力項目など）があるため、ブ

ラウザからは大会専用のファイル（pres61.php）にアクセスし、変わる部分の設定値

を読み込んだ上で、変わらない本体ファイル（pres00.php）を読み込み、必要なフォ

ームを表示させることにした。また、2010 年 11 月にサーバで SSL が使用できるよ

うになったため、実際の申込受付は SSL で行った。 

 参考のために、後述の大会発表プログラム編成支援システム、会員資格照合などを

含めて、データ等の流れの概略を図 1 に示す。 

2.2 設定項目 

 大会専用ファイル（pres61.php）では、大会ごとに内容が変わる以下の項目が設定

できる（［ ］内は今回の設定内容。項目により、和文と英文の設定が可能）。なお、

これらを修正する際には、コンマ、セミコロン、括弧、引用符などに注意し、ファイ

ルの文字コードは必ず EUC として保存する必要がある。 

  

HTTP サーバ 

PHP ファイル 

CGIプログラム 

 

 

 

事務局 PC 

会員管理 

 

 

 

INTERNET 
会員等 PC 

IE, FF etc 

部門委員会 

実行委員会PC 

IE, FF etc. 

①②*③ 

⑬ 

①②③ 

⑤⑥⑦⑧ 

⑫⑬ 

④†⑧†⑭† ④† 

③⑧†⑨⑩⑪ 

⑭†⑮ 

① 新規申込 

② 閲覧・修正・取消 

③ 要旨集原稿 

④ 受付番号 

⑫ 

⑤* 

⑥* 

⑦* 

⑧* 

* 認証が必要 

† メールによる 

⑨ 受付データ 

⑩ プログラムデータ 

⑪ 座長データ 

⑫ 会員照合用データ 

⑬ 入会申込 

⑭ 会員番号 

⑮ 入会データ 

③ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑬† 

⑮ 

⑤ 申込受理 

⑥ 発表順・座長名 

⑦ 会場割付 

⑧ 座長依頼 

 

図 1 大会発表支援システムにおけるデータ等の流れ 
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a. タイトル（ブラウザ、メールの表題に使われる） 

［第 61 回日本木材学会大会発表申込， 

Presentation Submission - The 61st Annual Meeting of JWRS］ 

b. 申込締切日時（日付と時間。時間を省略した場合は 24:00 とみなす） 

［2011/01/14］（［2011/01/14 24:00］と同じ） 

c. 修正締切日時（同上） ［2011/01/14］ 

d. 修正締切後の閲覧の可否 ［可］ 

e. 大会トップページの URL（相対または絶対アドレス） 

［http://www.jwrs.org/wood2011/，大会ホームページ］ 

［http://www.jwrs.org/wood2011/index-e.html，Top of 61st Annual Meeting］ 

f. 申込終了後のジャンプ先（相対または絶対アドレス） 

［発表申込ページ，/apfrms/pres61.php］ 

［Presentation Submission，/apfrms/pres61.php?LANG=En］ 

g. 申込データ保存ファイル名（拡張子なし） ［      ］ 

h. 申込データ送信先（必須。申込者には Cc で送信） ［                  ］ 

i. エラーメール送信先（申込者へのメールが不達の場合の Warning の宛先） 

［              ］ 

j. サーバ管理者アドレス（通常は jwrs_admin（admin@jwrs.orgのスパム対策表記）） 

［           ］ 

k. 受付番号プレフィックス（受付番号の先頭につける文字） ［A］ 

l. 部門名（記号、和文名、英文名［、募集しない発表形式］） 

［A，組織構造・培養，Anatomy; Tissue Culture；B，材質，Wood Quality；C，

物性，Physical Properties；D，強度，Strength；E，乾燥，Drying；F，製材・

機械加工，Milling and Machining；G，居住性・感性，Dwelling Comfort and 

Pleasantness；H，木質構造，Timber Construction；I，木質材料，Wood-based 

Materials；J，接着・化学加工，Adhesive and Adhesion; Chemical Processing；

K，紙パルプ・セルロース・ヘミセルロース，Pulp and Paper; Cellulose and 

Hemicellulose；L，リグニン，Lignin；M，抽出成分・微量成分，Extractives；

N，保存，Preservation；O，きのこ，Mushroom；P，熱分解・エネルギー変換，

Thermal Degradation; Energy Conversion；Q，環境・資源，Environment, 

Resources；R，林産教育・技術移転，Education; Technology Transfer；Z，バ

イオリファイナリー，Biorefinery，ポスター］ 

m. 入力項目（和文項目名、英文項目名）（この順序で表示・保存） 

［氏名，Name；ふりがな，Kana；会員番号，Membership ID#；会員種別，

Membership Category；機関名，Affiliation Name；研究室名，Laboratry Name；

電話，Phone；内線，Ext.；FAX，Fax；E-mail，E-mail Address；発表題目，

Title；発表者，Author(s)；索引用氏名，Names for Authors Index；研究概要，

Abstract；要旨原稿，Abstract File；キーワード，Key Words or Phrases；発表

形式，Presentation；発表部門（第 1 希望），First Preference；発表部門（第 2
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希望）；Second Preference；連絡事項，Comments；パスワード，Password］ 

n. 非保存項目（和文項目名、英文項目名）（申込データとして保存しない項目） 

［パスワード，Password］ 

o. 会員種別（略号、和文名称、英文名称） 

［正，正会員，Full；賛，賛助会員，Supporting；学，学生会員，Student；非，

非会員，Non-member］ 

2.3 申込トップページ 

 ブラウザから以下の URL にアクセスすると図 2 の画面が表示される。 

 https://www.jwrs.org/apfrms/pres61.php 

ここで、申込者は［新規申込］（新規の発表申込）、［閲覧・修正］（既に申し込んだ発

表内容の閲覧と修正）、［申込取消］（既に申し込んだ発表の取消）のいずれかを選択

できる。なお、英文フォームは「English」をクリックするか、以下の URL に直接ア

クセスすることによって表示できる（図 3）。 

 https://www.jwrs.org/apfrms/pres61.php?LANG=En 

2.4 新規申込 

 図 2 の［新規申込］ボタン（英文フォームの場合は図 3 の［New Submission］ボ

タン）をクリックすると、従来と同様の発表申込画面が現れる（図 4）（英文フォー

ムは省略。以下同様）。ただし、記入事項の末尾に、申込内容の閲覧・修正および取

消に必要な「パスワード」の入力欄が新たに設置されている（図 5）。［申込］ボタン

 
図 5 

 
図 2 

 
図 4 

 
図 3 
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をクリックした後の会員資格の確認（注）や入力内容のチェック、確認画面における

申込者による入力内容の確認などはこれまで通りで、申込者に送信されるメールには

パスワードも記入される。 

 なお、文字をイタリック体、上付き、下付きなどにする場合、これまでは申込者が

「連絡事項」にその旨記入し、要旨集担当者が印刷時に個別に対応していたが、今回

からは申込者が HTML タグを使って必要箇所に記入する方式に改め、そのための注

意書を追加した。また、申込内容についての個別の修正要求があっても大会事務局は

一切対応しないことにし、そのことも注意書に追加した。 

（注）会員資格の照合について 

 大会発表の講演者・説明者は、大会開催年度の会員資格（正会員、学生会員、賛助

会員）を有していなければならない。そのため、発表申込の際に申込者の会員資格を

照合することを第 50 回大会以来行っている。照合は、会員名、会員種別、会員番号

で行い、一つでも一致しない場合は申込ができない。また、当該年度の会費（キャン

ペーン入会の場合は次年度の会費）が未納の場合は申込データの一つとして記録する

とともに、申込者のメールに警告文（キャンペーン入会の場合は注意文）を付加する。

会員資格照合用ファイルは、当初はやや不完全であったが、2003 年に事務局の会員

データベース「会員管理」を整備して以降は、以下の手順・方針で更新している。 

1) 「会員管理」のメニューとして用意されている機能を使い、登録されている正

会員、学生会員、賛助会員を抽出し、会員名、会員種別、会員番号、所属先、

所属先住所、所属先電話・FAX・E-mail、当該年度会費納入状況を CSV 形式の

テキストファイルとして作成し、サーバにアップロードする（この操作は、「会

員管理」で入退会、会費納入などの操作を行った場合は、尐なくとも終業時に

一度行う）。 

2) 上記に加えて、2008 年から大会招待者などを非会員として「会員管理」に登録

すれば、会員資格照合用ファイルに加えられるようになった。 

3) 締切直前に入会申込して会員資格を取得する者に対応するため、ホームページ

から正会員および学生会員の入会申込があれば、会員番号を自動発行し、会員

資格照合用ファイルに自動的に追加する。 

2.5 申込内容の閲覧と修正 

 図 2 の画面で［閲覧・修正］ボタン（英文フォームの場合は図 3 の［View/Revision］

ボタン）をクリックすると、申込内容を閲覧・修正する

ための認証画面が表示される（図 6）。ここで、申込時

に通知される「受付番号」と申込時に記入した「パスワ

ード」を正しく入力すると、申込内容が表示され（図 7）、

要旨集原稿の閲覧もできる。 

 必要があれば、新規申込と同じ要領で部分的な修正を

行い、［修正］ボタンをクリックして入力内容を確認す

ると、既存データが上書きされる（要旨集原稿の PDF
 

図 6 
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ファイルも上書きされる）。ただし、講演者

／説明者の氏名および発表形式は修正でき

ないため、これらを修正する場合は申込を一

旦取り消し（次項で説明）、改めて新規申込

をする必要がある（その旨の注記もしてあ

る）。 

 なお、修正・取消締切日（図 2）を越えて

いる場合は、図 6 および図 7 の画面で「締切

日を過ぎているため、閲覧のみ可能です。」

と表示され、申込内容の閲覧のみができる（［修正］ボタンが使えなくなる）。修正・

取消締切日の閲覧を認めるかどうかは初期設定に依存するが、今回は閲覧可の設定と

した。 

2.6 申込の取消 

 図 2 の画面で［申込取消］ボタン（英文フォー

ムの場合は図 3 の［Withdrawal］ボタン）をク

リックすると、図 6 と同様の認証画面が表示され

る。ここで、「受付番号」と「パスワード」を正し

く入力すると、取消対象の申込内容が表示され（図

8）、［確認］ボタンをクリックすると、当該の申

込データはサーバの別ディレクトリに移され、通

常のデータファイルから削除される。また、要旨

集原稿ファイルも削除される。 

2.7 通知メール 

 2.3、2.4、2.5 の操作を行った場合、入力または修正したデータを内容とするメー

ルが大会担当者宛に発信され、申込者にも Cc で配信される（サーバ管理者には Bcc

で配信）。従来は、このメールに要旨集の原稿（PDF ファイル）を添付していたが、

今回から申込内容の閲覧時にファイルの閲覧が可能になったため、メールへの添付は

取り止めた。 

3. 大会発表プログラム編成支援システム 

3.1 システムの概要 

 このシステムは、前章の発表申込フォームから入力され、学会サーバに保存された

申込データ（要旨集原稿も含む）を使い、部門ごとの発表順および座長候補者の決定、

発表会場の割付（発表日、発表会場、発表時間の決定）、メールによる座長依頼、要

旨集原稿の作成などを、関係者が情報を共有しながらブラウザによって行うことがで

きるようにしたものである。 

 システムは Perl で記述した CGI とし、大会ごとに設定が必要な事項、システム全

体の共通部分（CSS など）はそれぞれ別ファイル（                  ）にまとめ、

 
図 7 

 
図 8 
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本体ファイル（          ）にインクルードするようにした。 

3.2 設定項目 

 大会ごとに内容が変わる以下の項目は        に設定できる（［ ］内は今回の設定）。

なお、これらを修正する際には、コンマ、セミコロン、括弧、引用符などに注意し、

ファイルの文字コードは必ず EUC として保存する必要がある。 

<1> データファイル名（申込データを保存しているファイルの名前） ［pres61］ 

<2> 年次大会名（回数） ［61 回］ 

<3> 部門名（記号，名称，募集しない発表形式） 

［A，組織構造・培養；B，材質；C，物性；D，強度：E，乾燥；F，製材・

機械加工；G，居住性・感性；H，木質構造；I，木質材料；J，接着・化学加

工；K，紙パルプ・セルロース・ヘミセルロース；L，リグニン；M，抽出成

分・微量成分；N，保存；O，きのこ；P，熱分解・エネルギー変換；Q，環

境・資源；R，林産教育・技術移転；Z，バイオリファイナリー］ 

<4> 発表会場（会場番号／記号，会場名） 

(1) 口頭発表会場 ［1，第 1 会場；2，第 2 会場；3，第 3 会場；4，第

4 会場；5，第 5 会場：6，第 6 会場；7，第 7 会場；

8，第 8 会場；9，第 9 会場］ 

(2) ポスター発表会場 ［P，ポスター会場］ 

<5> 発表日（番号／記号，月日，曜日） 

［18，3 月 18 日，金；19，3 月 19 日，土；20，3 月 20 日，日］ 

<6> 発表時刻(口頭発表) 

［毎正時を基準として、1 件 20、15（デフォルト）、12、10 分の指定が可能］ 

（注）ブラウザから設定変更（管理者資格でログインの必要） 

（注）昼食時間は 12:00～13:00（固定） 

<7> 発表開始・終了時刻(口頭発表)（許容できる始発時刻と最終時刻） 

［08:30，18:00］ 

<8> 発表時刻(ポスター発表)（時間帯名称，開始時刻，終了時刻） 

 ［AM，09:00，12:00］ 

3.3 ユーザー認証とログイン 

 申込データには個人情報が含まれ、プログラム編成には部門委員（コーディネータ、

サブコーディネータ）、大会実行委員会またはプログラム委員会の担当者などの限ら

れた者のみが携わる必要があるため、システムにログインするために「ユーザ名」と

「パスワード」による認証を行った。ユーザ名とパスワードは一般用（部門委員共通）

と管理者用（担当者）の 2 種類に分け、一般用は一部の機能が使えないようにした。 

 なお、ユーザ認証にはフリーソフトの ScriptGate（           ）を改変したもの

を用い、ユーザ登録には「ユーザー・マネージャー（         ）」を用いた（ユーザ

の登録・削除はサーバ管理者が担当する）。これらの CGI は、従来からホームページ

更新のための CGI プログラムのユーザ認証に採用しているものである。 



 8 

 システムへのログインは、以下の URL にアクセスし、表示された画面（図 9）で

サーバ管理者から通知のあった「ユーザ名」と「パスワード」を正しく入力し、［ロ

グイン］ボタンをクリックすることによって行う。 

 https://www.jwrs.org/ 

認証が成功すると、システムのメインメニュー画面（図 10）が表示される。 

 なお、認証後無操作状態が一定時間続くと、再認証が求められる。 

3.4 メインメニュー 

 このシステムで実行できる作業または表示できる内容が以下のコマンドボタンと

して配置されている（図 10）。 

［部門別編成］、［会場割付］、［座長依頼］、［プログラム一覧］、［発表者索引］、［キー

ワード索引］、［CSV ダウンロード］※、［要旨集原稿閲覧］、［会費未納者リスト］、

申込確定ボタン使用可／不可［切換］※（※：部門委員名は操作できないコマンド） 

 それぞれのコマンドボタンの機能および使い方は「ヘルプ」（画面上部の「ヘルプ」

をクリックして表示）に詳しく記述しているの

で、次節以降では概略のみ説明する。 

 なお、メインメニューの下部には、以下の情

報を表示している。 

■ 設定状況 

(1) Data File：申込データ保存ファイル名

（申込フォームで設定した名称） 

(2) データの内容：Data File の内容（申込

フォームで設定したタイトル） 

(3) 申込件数：Data File に登録されている

データの件数（申込件数） 

(4) 最終申込日時：Data File に最後に書き

込まれた日時 

■ 作業状況 

(1) 部門別編成：部門委員によるプログラム

編成（発表部門・発表形式の決定、発表

順・座長候補者の決定）の作業状況を「未

着手」、「作業中」、「完了」の 3 段階に分

け、発表形式ごとに部門数で表示（段階

は部門委員が選択して設定） 

（注）「完了」にならないと次の「会場割

付」ができない。 

(2) 会場割付：発表日、発表会場、発表時間

の割付が完了した口頭発表の件数 

 
図 9 

 
図 10 



 9 

(3) 座長依頼：座長候補者の総数と座長依頼を承諾した人数（延べ人数） 

3.5 プログラム編成の作業の流れ 

 プログラム編成の作業は、基本的に以下の順序で進める。なお、この支援システム

では、口頭発表は毎正時を基準とし、1 件当たりの発表時間は 20、15、12、10 分の

いずれかとしている。 

(1) 発表部門、発表形式の確定 

 部門委員（コーディネータ、サブコーディネータ）がそれぞれの部門ごとに発

表申込がその部門に適切かどうか、発表形式が適切かどうか判断して確定。部門

の移動、発表形式の変更を行う場合は、必要に応じて移動先の部門委員、申込者

などに連絡した上で確定。 

(2) 発表順の決定と座長候補者の選定 

 部門委員が、発表内容に基づいて発表順を決定。さらに、口頭発表の場合は座

長候補者を選定。部門別編成の作業状況を「完了」とする。 

(3) 発表会場の割付 

 大会実行委員会またはプログラム委員会の担当者が、口頭発表については、申

込件数、企画講演の開催の有無などを考慮して 1 件当たり発表時間（既定値 15

分）を決め、以下の条件などに配慮した上で部門ごとの発表会場および発表時間

を決める。 

(i) 発表会場の収容人数に差がある場合は、参加人数の実績が多い部門を優先 

(ii) 同一部門の発表は、企画講演も含めて複数の会場で並列して行わない 

(iii) 同じ座長が担当する発表は複数の会場、発表日、午前と午後にまたげない 

(iv) 似通った内容の発表がある部門の発表時間は可能な範囲でずらす 

 その際、登壇者または座長が同一時間帯（前後±1 件または 2 件の範囲）に他

会場で座長または登壇者であるかどうかをチェックし、必要な場合は発表順など

を変更した上で割り付ける。 

 ポスター発表については、会場の収容件数などを考慮して割り付ける。 

(4) 座長の依頼と諾否の確認 

 大会実行委員会またはプログラム委員会の担当者が座長候補者に、それぞれの

候補者が担当する口頭発表の部門（会場・日時）、タイトル、発表者、要旨を添え

て、依頼状を発送し、諾否の確認を取る。座長の承諾が得られない場合は、部門

委員と協議して新しい候補者に諾否の確認を取る。 

 上記の作業手順は、部門委員が申込締切日に関係なく、いつでも作業を始められる

という利点があるが、口頭発表 1 件当たりの発表時間が確定していないと、各部門の

最大発表件数が決まらず、発表順や座長候補者の選定も難しくなる可能性がある。そ

こで、申込締切後に、実行委員会またはプログラム委員会の担当者が、全体および各

部門の発表数、企画講演の開催の有無などの情報に基づいて、1 件当たりの発表時間

を決め、部門ごとに会場と発表時間帯を割り付ける作業をした上で、上記の作業を進

めることも考えられる。実際、今回はこの作業手順が取られた（後述）。 
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3.6 部門別編成 

 「発表部門、発表形式の確定」と「発表順の決定

と座長候補者の選定」の作業は、メインメニュー（図

10）の［部門別編成］ボタンをクリックして表示

される画面（図 11）で行う。 

3.6.1 発表部門、発表形式の確定 

 図 11 の画面で、各部門の「口頭」または「ポス

ター」の「申込」の数字をクリックすると、図 12

の画面が表示される。ここでは、当該の部門を第一

希望とし、発表形式を「口頭」または「ポスター」

とした申込の「受付番号」、「発表題目」、「発表者」

が一覧表示されている。この画面で［CSV ダウン

ロード］をクリックすると、表示されている部門の

全ての口頭またはポスター発表の一覧表を CSV 形

式のテキストファイルとしてダウンロードできる

（Excel で表示することも可能）。 

 「研究概要」、「キーワード」、「第二希望」などの

詳細情報を含めた一覧表は、右上と右下にある「詳

細表示」をクリックすると表示される。また、「発

表題目」欄の末尾にある「詳細」をクリックすると、

その申込の詳細情報が別ウィンドウで閲覧できる。

さらに、「受付番号」の番号をクリックすると、そ

の申込の要旨原稿（PDF ファイル）が閲覧または

ダウンロードできる。 

 部門委員は、それぞれの申込について上記の方法

で内容を確認するとともに、一つの部門に収容でき

る発表数の上限（プログラム委員会または実行委員

会から事前に通知）を確認した上で、それぞれの申

込の発表部門および発表形式が申込者の希望通りでいいか判断する。すべて希望通り

でいい場合はそのまま、変更が必要な場合は変更先の「部門」または「形式」を選択

してから［送信］ボタンをクリックする。 

3.6.2 発表順の決定と座長候補者の選定 

 図 11 の画面で、各部門の「口頭」の「確定」の数字をクリックすると発表順、座

長候補者の氏名、所属先、E-mail を入力する画面（図 13）が、「ポスター」の「確定」

の数字をクリックすると発表順を入力する画面（図 14）が表示される。 

(1) 発表順の決定（図 13、図 14） 

 発表内容、各部門におけるこれまでの慣例などを考慮し、発表順（ポスター発表の

場合は配列順）を決める（「発表順」で番号を選択し、［送信］ボタンをクリックする）。

 
図 11 

 
図 12 
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その際、一部の申込にのみ番号を付けたり、複数の申込に同一番号を割り振ったりす

ることも可能であるが、最終的には全ての申込について発表順を同一番号がない状態

で確定する。 

(2) 座長候補者の選定（口頭発表のみ）（図 13） 

 座長候補者の氏名を、その候補者が最初に担当する申込の「氏名」欄にのみ入力す

る（図 15）。すべての座長候補者の氏名を入力し、［送信］ボタンをクリックすると、

入力した座長候補者を会員資格照合用ファイルで検索し、その所属先（所定の書式に

統一）と E-mail を一覧表に自動的に記入する。そのとき、氏名を入力していない申

込には、直上の所属先と E-mail が順次コピーされる（図 16）。 

 上記の操作で所属先と E-mail が空欄のままになっている場合は、 

 入力した座長候補者の氏名（漢字など）が間違っている 

 座長候補者が非会員である 

などの可能性がある。これらの点を確認しても所属先と E-mail が空欄のままである

場合は、他の方法で調べた正しい情報を入力した上で［送信］ボタンをクリックする。 

 一度決定した座長候補者を変更する場合は、当該候補者の氏名をダブルクリックし、

該当する欄の氏名、所属先、E-mail をすべて削除してから、新しい候補者の氏名を

最初に担当する申込の「氏名」欄に入力し、［送信］ボタンをクリックする。 

 なお、一覧表の末尾にある［座長リセット］ボタンをクリックすると、保存されて

いる座長のデータが全て破棄される。また、［リセット］ボタンをクリックすると、

保存されている発表順と座長のデータが全て破棄され、初期状態（発表順および座長

候補者が全く決まっていない状態）に戻る。 

 
図 13 

 
図 15 

 
図 16 

 
図 14 
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3.6.3 部門別編成作業の完了 

 担当する部門について、3.5.1 と 3.5.2 の作業がすべて完了すると、図 11 の一覧表

の「口頭」および「ポスター」の「状況」で「完了」（◎で表記）を選択し、［作業進

捗状況の更新］ボタンをクリックする。この操作により、当該部門の当該発表形式の

会場割付作業が可能となる。 

3.7 発表会場の割付 

 メインメニュー（図 10）で［会場割付］

ボタンをクリックすると、会場割付のメニュ

ー画面（図 17）が表示される。ここでは、

口頭発表とポスター発表ごとに部門記号を

印したボタンが並び、部門別編成作業が完了

した（図 8 の一覧表の「状況」に「◎」が付

けられた）部門のボタンのみが使用可能とな

っている。 

 なお、会場割付の途中で部門委員が特定の

申込の部門や発表形式を変更すると混乱が

生じるため、部門別編成作業がすべて終了し

た段階で、部門委員がそのような変更ができ

ないようにしておくのが望ましい。そのため

には、メインメニュー（図 10）で「申込確

定ボタン使用可」の横の［切換］ボタンをクリックし、「申込確定ボタン使用不可」

とする。 

 また、口頭発表の 1 件当たり発表時間の設定は図 17 の画面で行う。 

3.7.1 部門別割付（会場・発表時間の割付） 

 会場割付のメニュー画面（図 17）で任意の部門記号のボタンをクリックすると、

会場・発表日・発表時間の入力画面（図 18）が表示される。なお、この一覧表は、

発表日、発表時間、発表順をこの順でキーとして並べ替えたものとなる。 

 ここで、表示された部門の最初の発表（発

表順が 1）について、「会場」、「発表日」、「発

表時間」をドロップダウンリストから選択し、

［送信］ボタンをクリックすると、発表順が

2 以下の「会場」と「発表日」は発表順 1 の

入力値がコピーされ、「発表時間」は口頭発

表の場合は1件当たりの発表時間ずつ繰り下

がった時間が、ポスター発表の場合は発表順

1 と同一の時間帯が自動的に記入され、発表

番号が以下の規則に従って自動的に生成さ

れる。  
図 18 

 
図 17 
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（口頭発表） 部門記号＋発表日＋’–’＋発表会場＋’–’＋発表時間 

（ポスター発表） 部門記号＋発表日＋’–’＋発表会場＋’–’＋発表時間帯＋発表順 

なお、口頭発表の発表時間の割り振りの際には以下のことが考慮される。 

 昼休み（12:00～13:00）をまたぐ場合、昼休みを避けて発表時間を割り振る。 

 最初の発表以外に会場、発表日、発表時間の入力（選択）があると、それ以降

の会場、発表日、発表時間はその入力値を基準として割り振る。 

 発表時間があらかじめ設定した発表終了時間を越えると、それ以降の発表時間

は空欄のままとする。 

 一旦割り付けた会場、発表日、発表時間をすべてリセットする（初期状態に戻す）

場合は、［リセット］ボタンをクリックする。 

3.7.2 会場別割付（割付の確認） 

 会場割付のメニュー画面（図 17）で、「会場別一覧」の任意の会場番号のボタンを

クリックすると、口頭発表の場合は、その会場における発表日ごとの割付状況が一覧

表示される（図 19）。 

 ここで、表中の記号は（部門記号＋受付番号）を表し、表の上部にある［講演者・

説明者］または［座長］ボタンをクリックすると、受付番号が講演者・説明者または

座長候補者の氏名に置き換わって表示され

る。また、同一発表日の同一時間帯に複数の

発表が割り付けられていると、その部分が赤

字で表示される。 

 なお、ポスター発表については、時間帯ご

とに、アルファベット順に並べた部門記号の

後に受付番号（または講演者・説明者）が発

表順に並ぶ。 

3.7.3 発表日別割付（重複の確認） 

 会場割付のメニュー画面（図 17）で「発表

日別一覧」にある任意の発表日のボタンをク

リックすると、その発表日における会場ごと

の割付状況が一覧表示される（図 20）。 

 ここで、［重複チェック(1)］または［重複

チェック(2)］ボタンをクリックすると、口

頭発表における登壇者・座長の同一時間帯に

おける他会場（ポスター会場は除く）での状

況がチェックできる（±1 と±2 は、同一時

間帯に含める前後のコマ数がそれぞれ±1 と

±2 であることを示す）。重複があれば、その

結果を以下のように表示する（図 21）。 

(a) 登壇者が同一時間帯に他会場で座長（ま

 
図 19 

 
図 20 
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たは登壇者）である場合は、その受付番号を

赤で表示。 

(b) 座長が同一時間帯に他会場で座長または登

壇者である場合は、その受付番号を紫で表示。 

(c) 登壇者・座長が同一時間帯に他会場での発表

者（登壇者を除く）の一人である場合は、そ

の受付番号を緑で表示。 

 (a)と(b)の重複は、3.6.1 に示した手順で発表時

間の割付を変更するなどして必ず解消しなければ

ならない。(c)の重複については、可能な範囲で解

消するものとする。なお、発表時間の割付の変更

は、事前または事後に部門委員の了解を得ておく

必要がある。 

3.8 座長の依頼と諾否の確認 

 メインメニュー（図 10）で［座長依頼］ボタンをクリックすると、部門別編成で

登録された座長候補者の一覧（座長依頼の過程で候補者から除外した者も含む）が、

所属先、E-mail、担当する発表の受付番号と合わせて表示される（図 22）。座長候補

者に対する依頼の手順は以下の通り。 

3.8.1 依頼状（既定文）の編集 

 一覧表（図 22）の［メール既定文編集］ボ

タンをクリックすると、ポップアップウィン

ドウに「メール既定文編集」画面が表示され

る（図 23）。ここでは、依頼状などの一斉配

信メールについて、以下の項目の既定値が設

定できるので、変更する場合は、必要箇所を

修正し、［変更］ボタンをクリックする（変

更内容が保存される）。 

Subject: （メールの件名）［必須］ 

From: （メールの発信元）［必須］ 

（注）発信したメールの宛先に不備

があると、このアドレス宛にエラー

メッセージが届く） 

Reply-To: （メールの受取人が返信ボタン

を押したときに宛先（To:）に記入

されるアドレス）［任意］ 

Cc: （メールのカーボンコピー。サーバ

から発信されたメールは控が残ら

ないので、担当者等のアドレスを記

 
図 21 

 
図 22 

 
図 23 
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入するのが望ましい。複数のアドレスを指定する場合は“,”（コンマ）で区

切る）［任意］ 

本文: （メールの本文。冒頭にある %%NAME%% は、メールを発信するときに

宛先の氏名に置換される）［必須］ 

署名: （依頼状の発信人。プログラム委員会から依頼することを明記）［必須］ 

3.8.2 依頼状（メール）の発信 

 一覧表（図 22）の「発信」にチェックし、［メール発信］ボタンをクリックすると、

チェックした座長候補者に依頼状が一括して発信され、当該候補者の「発信日」に日

付が記入される。このとき、［全てチェック/解除］ボタンをクリックすると、「発信」

のチェックまたはチェックの解除がまとめて行える。 

 なお、依頼状に対する回答の督促などを行いたいときは、当該の座長候補者にチェ

ックしてから［メール表示］ボタンをクリッ

クすると、チェックした（複数のチェックが

あれば最初の）座長候補者宛のメールがポッ

プアップウィンドウに表示される（図 24）。

そこで、本文を適当に修正し、［メール送信］

ボタンをクリックする（修正結果は保存され

ない。「送信日」には日付が記入される）。 

 なお、上記の依頼状（メール）には、座長

を依頼する発表の部門、発表日時、発表番号、

発表題目、発表者、研究概要が署名の後に付

記される。 

3.9 依頼状に対する諾否の記録 

 依頼状（メール）に対する回答があれば、その結果を一覧表（図 22）の「諾否」

で選択し（必要があれば備考にメモを記入し）［諾否・備考の保存］をクリックして

保存する。もし、「否」の回答があれば、当該の部門委員に（必要があればプログラ

ム委員長にも）連絡し、別の座長候補者の推薦を依頼する。 

3.10 要旨集原稿の作成 

3.10.1 発表プログラムの作成 

 メインメニュー（図 10）で［プログラム一

覧］ボタンをクリックすると、要旨集のため

の発表プログラムなどを作成するための画

面が表示される（図 25）。 

(1) 部門別プログラム 

 口頭発表またはポスター発表の部門記号

または［全て］ボタンをクリックすると、当

該部門または全ての部門の発表プログラム

が、次の項目を内容として、画面の下部に発
 

図 25 

 
図 24 
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表番号順に表示される（図 26）。 

 会場名（最初のみ） 

 発表日（最初のみ） 

 座長（所属先）（最初のみ） 

 発表番号 

 発表題目 

 発表者 

その際、「研究概要を含める」にチェックし

ていると、研究概要およびキーワードを含め

たプログラム一覧が表示される（図 27）。 

 なお、プログラム表示の際、句読点は「，」

と「。」に統一している。 

(2) 会場別プログラム 

 会場番号または［全て］ボタンをクリック

すると、当該会場または全ての会場における

発表が、発表日と発表時間で並べ替えられ、

図 26、27 と同様のプログラム一覧として表

示される。 

(3) 発表日別プログラム 

 発表日または［全て］ボタンをクリックす

ると、当該発表日または全ての発表日におけ

る発表が、発表会場と発表時間で並べ替えられ、図 26、27 と同様のプログラム一覧

として表示される。 

 図 26、27 のプログラムは、画面のコピー＆ペーストで適当なアプリケーション（MS 

Word など）に貼り付ければ、要旨集原稿として利用できる。また、［HTML ダウン

ロード］ボタンをクリックすると、HTML タグを含んだファイルとしてダウンロー

ドできる。 

3.10.2 発表者索引の作成 

 メインメニュー（図 10）で［発表者索引］

ボタンをクリックすると、発表申込フォーム

で申込者が記入した「要旨集の発表者索引用

氏名」の内容に基づいて作成した発表者索引

を画面に表示する（図 28）。 

 索引は、氏名（アルファベットで姓と名の

順に表記）ごとに、発表番号（発表番号が決

まっていない場合は受付番号）を半角のコン

マ区切り表示している。 

 なお、姓を大文字で統一し、姓と名の区切

 
図 26 

 
図 27 

 
図 28 
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りを（半角コンマ＋半角スペース）に統一し

た上で索引を作成しているが、スペルのゆれ

やミスはチェックしていないため、同一人が

別人として扱われている場合がある。 

3.10.3 キーワード索引の作成 

 メインメニュー（図 10）で［キーワード索

引］ボタンをクリックすると、発表申込フォ

ームで申込者が記入した「キーワード」の内

容に基づいて作成したキーワード索引を画

面に表示する（図 29）。 

 索引の表示は、発表者の場合と同様である

が、表記のゆれなどは一切チェックしていな

いため、同一用語が別の用語として扱われて

いる場合が多々ある。 

3.10.4 要旨集原稿ファイルの閲覧 

 メインメニュー（図 10）で［要旨集原稿閲

覧］ボタンをクリックすると、発表申込フォ

ームで申込者がアップロードした要旨集原

稿ファイルの一覧が画面に表示される（図

30）。 

 一覧は、口頭発表とポスター発表別に、発

表番号の順に表示され、発表番号をクリック

すると、ファイルの閲覧または保存ができる。

ファイル名は一覧表示の表記（発表番号[受付番号]）に拡張子（.pdf）を付加したも

のとなる。 

 ［受付番号－発表番号対応表］ボタンをクリックすると、二つの番号の対応表が

CSV 形式のテキストファイルとしてダウンロードできる。また、［ファイル名変換］

ボタンをクリックすると、全ての PDF ファイルの名前を受付番号から発表番号に変

えてサーバの別ディレクトリにコピーする（コピー先のディレクトリ名は作業終了時

に画面に表示される）。 

3.11 発表申込データの一括ダウンロード 

 メインメニュー（図 10）で［CSV ダウンロード］ボタンをクリックすると、発表

申込フォームで申込者が記入し、サーバに CSV ファイルとして保存されているデー

タがダウンロードできる。 

 このファイルには個人情報も含まれているため、管理者権限でログインした場合の

みダウンロードできる（部門委員は操作できない）。 

3.12 会費未納者のリスト 

 メインメニュー（図 10）で［会費未納者リスト］ボタンをクリックすると、発表

 
図 29 

 
図 30 
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申込時に今年度の会費が未納であった会員（申込

時に、申込が取り消される可能性があるとの警告

文を表示）、キャンペーン入会を申し込んだが発

表申込時にまだ会費が納入されていなかった学

生会員（申込時に、所定の期日までに会費を納入

しないと申込が取り消されるとの注意文を表示）

の氏名、会員番号、現在の会費納入状況、受付番

号または発表番号を表示する（図 31）。 

 なお、現在の会費納入状況は、学会事務局で会

員管理データベースを使ってほぼ毎日更新して

いる「会員資格照合用ファイル」を利用してチェ

ックしている（一覧表の日付（mm/dd 現在）は

このファイルの更新日）。 

4. システムの使用および稼動状況 

4.1 研究発表申込・閲覧修正フォーム 

4.1.1 事前準備 

 「研究発表申込・閲覧修正フォーム」は 2010 年 7 月下旬に基本機能をほぼ満足す

る初版が完成したため、実行委員会の二三名の委員がテストし、初期バグを取り除い

た。その後、11 月の初旬にかけてシステムの機能アップと実行委員によるテストで

バグ取りを行った後、予定通り 2010 年 12 月 1 日に公開し、大会ホームページで告

知した。 

4.1.2 新規申込 

 「研究発表申込・閲覧修正フォーム」による新規申込の状況を累積件数の日変化と

して図 32 に示す。ここで、日付は申込が 1 件以上あった日で、申込締切日を過ぎた

1/15 に申込（5 件）があるのは、締切日のチェックを申込フォームをブラウザに表示

 
図 31 
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する際に行い、申込データの日付を申込が完了した時点としているためである（最終

申込は 1/15 00:50:59）。また、1/17 と 1/18 の申込（各 1 件）は、会員資格の認証手

続きにシステム上の不具合（後述）があったために特別に申込を認めたものである。 

 申込は 12 月 1 日から受け付けたが、12 月中の申込はわずか 12 件で、1 月 11 日で

も 63 件に過ぎなかった。締切日前々日の 12 日からようやく増え始めたが、全体の約

2/3、452 件は最終日に集中した。なお、締切日までの新規申込は 710 件あったが、

数件の申込取消があり、追加の 2 件を加えて受付総数は 701 件（口頭 360 件、ポス

ター341 件）となった。登壇または説明者の内訳は、正会員 373 件（韓国 14、中国 7、

台湾 3、スウェーデン 2、仏 1、ポーランド 1）、学生会員 318 件（中国 5、台湾 12、

韓国 3、インドネシア 1）、賛助会員 6 件（英 1）、非会員（韓国招待者）4 件（韓国 4）

であった（海外合計 54 件）。 

 受付期間中にシステム上のトラブルはほとんどなかったが、学生会員の発表申込が

多く、しかも入会申込を発表申込の直前に行うことによる会員資格の認証に関するト

ラブルが若干生じた。会員資格を照合するためのファイル（データベース）は、(1)

入会申込が行われたとき（申込者を自動的に追加）、および(2)学会事務局の「会員管

理」で更新操作をしたとき（「会員管理」に登録されているデータに基づいてファイ

ルを作成）に更新される。入会申込が完了すると会員番号が発行され、会員資格照合

用ファイルに会員番号や氏名が自動的に登録されるので、その会員番号を使って直ち

に発表申込ができる。一方、学会事務局では入会申込データを学会サーバからダウン

ロードして「会員管理」に登録し、入会に関する処理をした上で会員資格照合用ファ

イルを作成してサーバにアップロードする。そのとき、ダウンロードしたデータ（入

会申込）の一部を「会員管理」に登録せずに会員資格照合用ファイルを作成してアッ

プロードすると、登録しなかった入会申込者のデータがファイルから欠落し、この状

態で当該の入会申込者が発表申込を行うと認証されない。今回は、海外からの入会申

込（入会処理がやや煩雑）が多いこともあって、締切日の近くで一部の登録をしない

ままにファイルの更新を行ったため、一定期間、数名の申込者が認証されない事態と

なった（実害が生じたのは前記の 2 名）。これは、「会員管理」の担当者と事前に打ち

合わせておけば容易に防止できる問題であった。 

 ちなみに、発表申込した会員の内 36 名（38 件）は申込時点で 2010 年度会費が未

納、79 名はキャンペーン入会の手続き中で会費が未納であった。前者の場合は申込

内容の確認メールに警告文を付け、後者の場合は注意文を付けた。 

4.1.3 申込内容の閲覧と修正 

 ブラウザを使っての申込内容の閲覧と修正は、今回の大会で初めて導入した。閲覧

についてはログを記録していないため利用状況は不明であるが、修正の累積件数の日

変化は図 33 に示す通りであった。ここで、日付は修正が 1 件以上あった日で、申込

締切日を過ぎた 1/15～1/19 に修正（15 件）があるのは、申込や要旨集原稿（PDF フ

ァイル）の内容・書式の明らかな間違いや不具合を申込者に修正させるために、申込

締切日を 2011/01/17 に、修正締切日を 2011/01/24 に設定したファイル
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（       ）を用意して当該の申込者にアクセスさせた結果である。なお、申

込締切後の新規申込もこのファイルを利用して受け付けた。 

 修正は、新規申込と同様の経過をたどり、締切日に全体（330 件）の約 3/4、252

件が集中した。最終的な修正総数は、       を利用した 15 件を加えて 345

件であった。この数は、平均して発表申込の半数近くが修正したことを示すが、実際

は発表申込総数の約 30%（215 件）が修正された。その内、1 回修正されたものが 142

件、2 回が 44 件、3 回が 14 件、4 回が 8 件、5 回が 4 件、6～8 回が各 1 件であった。

なお、それぞれの修正の内容は、記録がないため、不明である。 

 以上から、フォームの閲覧・修正機能は、プログラム編成や要旨集作成における具

体的な効果は不明であるが、それなりに役立ったものと考えられる。なお、申込締切

日（修正締切日）には新規申込と修正を合わせて 704 件のアクセスが集中し、さらに

閲覧のためのアクセスが相当数あったことを考えると、サーバには一時的に大きな負

荷がかかったはずである。しかし、システム上のトラブル等は発生していない。 

4.1.4 申込の取消 

 申込の取消は 11 件あった。この内、7 件は発表形式を変更するために一旦取り消

したもので、同じタイトルで別の発表形式の申込が行われている。また、4 件は、同

じ発表タイトルがないことから、単純な取消であったと考えられる。 

4.2 プログラム編成支援システム 

4.2.1 事前準備 

 「大会発表プログラム編成支援システム」は 2010 年 8 月中旬に基本機能をほぼ満

たすβ版が、9 月下旬に初版が完成した。その後、第 61 回大会で実際にプログラム

編成を行う部門委員が確定したため、10 月 27 日にプログラム委員長から部門委員に

対して、このシステム用いて第 60 回大会の申込データのプログラム編成（実際に編

成されたプログラムのシミュレーション）を行うこと、その際の操作上の問題点を報
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告することなどを依頼した。その報告などに基づいて、11 月中旬にシステムの最終

的な修正をほぼ完了した。その後、実行委員会の意見などに基づき、システムを部分

的に修正するとともに、オンラインヘルプ

の充実と修正を申込締切日まで続けた。 

 一方、プログラム委員会委員長から部門

委員（コーディネータ、サブコーディネー

タ）に対するメールによる依頼と指示が、

以下の通り行われた。 

2010 年 12/9 「日本木材学会京都大会

プログラム編成依頼の予告」 

 部門別編成の作業内容、予定手順、

支援システムのURLとログイン

方法（ユーザ名とパスワード） 

 部門別企画講演の開催の有無、開

催する場合の講演者・題目などの

回答（締切 2011 年１月 14 日） 

12/14 「日本木材学会京都大会プログラム

編成依頼の予告(2)」 

 プログラム編成における(1)部門

別編成、(2)会場割付、(3)座長の

依頼について、それぞれの詳細な

作業内容、部門委員と実行委員

会・プログラム委員会の役割分担、

作業日程の詳細 

12/28 「日本木材学会京都大会プログラム

編成依頼の予告(3)」 

 締切日から 10 日間の作業日程

（図 34）、詳細な作業手順（シス

テムの操作法など）（図 35）、注

意事項など 

2011 年 1/9 「日本木材学会京都大会

プログラム編成作業依頼(1)」 

 追加の注意事項 

1/11 「日本木材学会京都大会プログラム

編成作業依頼(2)」 

 プログラム編成に関する質問等

は、プログラム委員会と実行委員

会の担当者が受取人である専用

のアドレス（         ）

宛に発信するように依頼 

 

図 34 

 

 

 
図 35 
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1/15 「日本木材学会京都大会 会場割り付け結果の報告ならびに作業のお願い」

（発信元：プログラム委員長代行 杉山実行委員長） 

 口頭発表の 1 件当たり発表時間を 15 分とした部門別会場割付表（図 36）に

従った発表順の決定と座長候補者の選定の依頼 

 作業日程（図 34）、支援システムの操作法（図 35）の再送 

 注意事項 

(1) 発表者からの要望事項を確認した上で発表順等を決めること 

(2) 要旨集原稿（PDF）の体裁を確認すること 

(3) 発表形式の変更は原則として認めない 

(4) 時間帯の変更希望はプログラム委員会（         ）まで 

 以上を受けて、実行委員会では、「口頭発表会場」を第 1 会場～第 9 会場に、「口頭

発表の設定可能時間（発表開始時刻の設定範囲）」を午前は 08:30～11:45、午後は13:00

～17:30 にすることに最終決定した。 

 

 

図 36 
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4.2.2 部門別編成 

 前項の事前準備、事前連絡の後、2011 年

1月15日から部門委員による発表順の決定、

座長候補者の選定が行われた。途中で、締

切後の申込を認めた口頭発表 2 件の追加、

部門委員による発表形式の変更が 3 件、部

門の変更が 1 件あったが、1 月 19 日朝まで

に各部門（口頭およびポスター発表）の編

成作業がほぼ完了した（表 1）。 

4.2.3 会場割付 

 口頭発表の各発表会場への割付は既に完

了しているため（図 36）、担当者が座長・

講演者の同一時間における重複をチェック

した。ただし、実際の重複件数、重複した

場合の具体的対処については不詳。 

4.2.4 座長依頼 

 担当者が 1 月 19 日の夕刻、座長候補者

（113 名、114 件）に依頼状をメールで一

斉発信した。この内、4 名から承諾が得られなかったため、部門委員と協議して座長

の交代を行い、1 月 21 日午後には座長が全て確定した。この結果、口頭およびポス

ター発表のプログラム編成はこの時点で完了した。 

 なお、座長候補者へのメールの一斉配信は 3.8.2 に記した方法で行ったが、プログ

ラムのバグにより、メール本文に記した担当発表の表示順に一部不具合があった（修

正された発表日、発表時間の順に表示すべきところが、元の発表順に表示）。また、

個別にメールを発信できる［メール表示］でエラーとなる不具合もあった。これらの

不具合は、1 月 20 日中に全て修復した。 

 ちなみに、上記修復後、［メール表示］をクリックするとエラー表示（Internal Server 

Error）になる、［メール既定文編集］をクリックして表示されるウィンドウで編集で

きないという不具合があることが分かった。これは、Internet Explorer を使った場

合に特有の現象で、Firefox では発生しなかった（JavaScript に対する対応状況の差

であることが判明）が、1 月 23 日に修復した。 

 また、座長候補者を変更する場合は、3.6.2 に記した「発表順・座長候補者の入力」

（図 13）で、諾否が「否」であった座長候補者の氏名が赤字で表示されているので、

この氏名を消して新しい候補者を入力し、［送信］ボタンを押す。このとき、新しく

入力された氏名も赤字で表示されるため、これは「何かの警告である」と勘違いされ

る恐れがあるとの指摘があった。そこで、ダブルクリックで赤字の氏名等を消去した

場合は、入力した新しい氏名が黒字で表示されるように修正した（1 月 23 日）。 

表 1 

部 門 
口 頭 ポスター 

申込 確定 申込 確定 
A.組織構造・培養 35 35 36 36 

B.材質 24 24 23 23 

C.物性 13 13 6 6 

D.強度 15 15 27 27 

E.乾燥 19 19 14 14 

F.製材・機械加工 9 9 4 4 

G.居住性・感性 13 13 9 9 

H.木質構造 38 39 22 21 

I.木質材料 24 24 28 28 

J.接着・化学加工 7 7 8 8 

K.紙パルプ・セルロース・ヘミセルロース 24 24 33 33 

L.リグニン 15 17 9 8 

M.抽出成分・微量成分 21 21 38 38 

N.保存 23 23 28 28 

O.きのこ 13 14 9 8 

P.熱分解・エネルギー変換 8 8 21 21 

Q.環境・資源 13 12 20 20 

R.林産教育・技術移転 6 6 6 6 

Z.バイオリファイナリー 40 40 – – 

合 計 360 363 341 338 
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4.2.5 要旨集作成 

 要旨集の作成については、実行委員会の担当者が印刷業者と打ち合わせて進めたた

め、作業の詳細は不明である。そこで、支援システムに密接な関係がある事項につい

てのみ、担当者ではなく、システム開発者の目から見た経過を記しておく。 

(1) 「会場スケジュールおよび座長一覧」の作成 

 これを作成するために必要なデータは支援システムに全て存在するものの、必要な

書式で表示する機能がなかった。その結果、担当者が必要なデータを組み合わせて手

作業で作成したはずである。 

(2) 「プログラムおよび研究発表概要」（口頭発表およびポスター発表） 

 このデータは、支援システムのメインメニュー（図 10）で［プログラム一覧］ボ

タンをクリックして表示される画面（図 25）で、「研究概要を含める」にチェックし、

口頭発表またはポスター発表の［全て］ボタンをクリックすると得られるので、それ

に基づいて作成されたはずである。ただし、研究概要の句読点、座長の氏名および所

属の表記は支援システムである程度統一したが、キーワードの表記は申込者の表記通

りとしたため、大文字小文字、学名のイタリック指定などを不統一のままとなった。 

 ちなみに、発表タイトル、研究概要、キーワードは必要があれば HTML タグを用

いてイタリック体、上付き、下付きの指定をすることを認めたが、イタリック体の指

定は発表表題では 31 件、キーワードでは約 25 件あり、上付き指定は発表表題の 1

件のみであった。発表表題では学名をイタリック体としたものがほとんどであったが、

キーワードではイタリック体の指定のないものの方が多かった。 

 なお、座長の所属先は、学会の「会員管理」のデータ（本人の申告に基づいて作成）

を使用し、これを一定の規則に従って短縮したものを画面（図 25）に表示するよう

にしていたが、プログラムが中途半端であったため、一部の所属先（5 件）の表記が

乱れる不具合があった。この不具合は 1 月 24 日に修復した。その際、システム開発

者として、座長の所属先の表記は原則として以下の通りとすることを提案し、これを

自動的に行うようにプログラムを修正した。要旨集での最終的な表記は、この原則に

概ね従っているようである。 

1. 大学は部局名（学部、研究科、研究所、センター）まで 

2. 国立・公立の試験研究所は研究所またはセンターまで 

3. 試験研究所の「独立行政法人」などは書かない 

4. 同一の所属先は同一の表記とする 

5. 省略した表記（京大、東大、総研など）は用いない 

6. 所属先に含まれる余計なスペース、中点（中黒）は削除する 

(3) 「索引」（発表者索引） 

 このデータは、支援システムのメインメニュー（図 10）で［発表者索引］ボタン

をクリックすると画面に表示される（図 28）。その際、姓を大文字で統一し、姓と名

の区切りを（半角コンマ＋半角スペース）に強制的に統一したが、申込者の入力ミス

（姓と名の順序が逆、スペルミス、全角と半角の混在、漢字氏名の入力など）が結構
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あったため、手作業による修正作業が相当あったと考えられる。 

(4) キーワード索引 

 今回の要旨集では収録していない。これは、前例を踏襲したものであるが、キーワ

ードの表記が不統一であるため、そのまま収録したのでは索引としての機能を果たせ

ないとの判断があったものと思われる。この点は今後の課題である。 

4.2.6 要旨 CD の作成 

 CD に収録する PDF ファイルは、発表申込または閲覧・修正時に学会サーバにア

ップロードしたファイルである。ただし、ファイル名が受付番号となっているため、

プログラム編成後にファイル名を発表番号に変換し、別のディレクトリに保存した

（3.10.4 参照）。前回の大会までは、このファイルを CD に収録しただけであるが、

今回は個々の PDF ファイルに発表番号と「第 61 回日本木材学会大会（京都）」を挿

入することにした。この操作は、要旨集作成業者が行っても当然であるが、今回は実

行委員会がシステム開発者と共同して以下の手順で行った（1 月 28 日～2 月 9 日）。

その後、業者が学会サーバからファイルをダウンロードした（一部のファイルの修正

作業は 2 月下旬まで続いた）。 

(1) 発表番号と「第 61 回日本木材学会大会（京都）」の挿入 

1. ファイル名を発表番号とした PDF ファイル（701 件）を PC にダウンロード 

2. Adobe Acrobat 7.0 Professional の「バッチ処理」を使い、「コマンドを実行す

る対象」および「出力場所の選択」を「シーケンスの実行時に確認」する設定

として以下のシーケンス（JavaScript）を実行（約 4 分で終了） 

/* 番号枠の左上にテキストフィールドを追加し、発表番号を記入 */ 

/* 座標の原点は左下、数値の単位は point */ 

x1 = 72; 

y1 = 785; 

fObj = this.addField("myTF_1", "text", 0, [x1, y1, x1+100, y1-20]); 

fObj.textSize = 14; 

/* 発表番号をファイル名から抽出 */ 

sN = this.documentFileName; 

sN.match(/^([-¥w]+)(¥[¥w+¥])?¥.pdf$/i);  

fObj.value = RegExp.$1; 

/* 番号枠の上部にテキストフィールドを追加し、固定ヘッダを記入 */ 

y1 = 815; 

fObj = this.addField("myTF_2", "text", 0, [x1, y1, x1+120, y1-16]); 

fObj.textSize = 0; 

fObj.textFont = font.Times; 

fObj.value = "第 61 回日本木材学会大会（京都） "; 

3. 発表番号等を挿入したファイルをサーバの別のディレクトリにアップロード 

(2) セキュリティの設定 

 上記のファイルは印刷、コピー、編集などが全て可能であるため、CD 収録前に以

下の手順でセキュリティを設定した。 

1. 発表番号等を挿入した PDF ファイル（701 件）を PC にダウンロード 

2. Adobe Acrobat 7.0 Professional で「アドバンスト」→「バッチ処理」と選択 
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3. 「バッチシーケンス」で「Set Security to No Change」を選択して［シーケン

スを実行］をクリック 

4. 「シーケンス実行の確認」で［OK］をクリック 

5. 「パスワード」で［OK］または［キャンセル］をクリック 

6. 「処理するファイルを選択」で対象となるファイルを全て選択して［選択］を

クリック 

7. 「パスワードによるセキュリティ－設定」で、「権限パスワードの変更」にパス

ワードを入力、「テキスト、画像、およびその他の内容のコピーを有効にする」

と「スクリーンリーダデバイスのテキストアクセスを有効にする」のチェック

を外して［OK］をクリック 

8. 「Adobe Acrobat 権限パスワードの確認」で上記と同じパスワードを入力して

［OK］をクリック（約 4 分で全ての処理が終了） 

9. 処理が終了したファイルをサーバの別のディレクトリにアップロード 

（注）上記の手順は、Acrobat のバージョンにより若干異なる。 

(3) 自動挿入の不備とその対応 

 上記の(1)の操作で、(a)発表番号等が欠除したものが 1 件、(b)「第 61 回日本木材

学会大会（京都）」が欠除したものが 6 件、(c) 発表番号と発表表題が重なったものが

10 件あった。この内、(a)は元の PDF ファイルにセキュリティが設定されていたため

編集できなかったものであったが、(b)の理由は不明であった。また、(c)は要旨集原

稿の作成に関する注意事項（発表番号を書き込むスペースを空けること）を無視した

ものである。(a)のセキュリティは簡単に外すことができたため、これら 17 件のファ

イルについては、個別に手作業で発表番号等の追加あるいは移動（表題と重ならない

位置への移動）を行った。 

4.2.7 会費未納者への対応 

 発表申込者の内、申込時点で 2010 年度の会費（キャンペーン入会の場合は 2011

年度会費）が未納の会員は 115 名であった（4.1.2 参照）。その後、多くは会費を納入

したが、2 月 1 日（キャンペーン入会の会費納入期限の翌日）の時点で 30 名が会費

未納であった。この内 15 名は海外会員で、15 名（キャンペーン入会 12 名、正会員

3 名）が国内会員であった。海外会員についてはクレジットカードの確認などの事情

があるが、国内会員については督促または注意喚起（申込取消の可能性について）の

必要があった。そこで、メインメニュー（図 10）の［会費未納者リスト］ボタンを

クリックして表示されるリストで、青色表示の「未納」または「学未納」をクリック

するとメールソフトを立ち上げ、To:フィールドにメールアドレスを自動的に挿入す

る機能を支援システムに付加した（2 月 3 日）。 

 なお、海外在住者からの入会申込の場合、会費の支払方法がクレジットカードで、

その承認が得られると、学会事務局では会費の入金があったものとみなし、会誌の発

送を開始しているが、「会員管理」では会費の入金が記録されていないので、会員資

格照合用ファイルでは会費が「未納」とされ、システムの「会費未納者リスト」でも
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そのように表示される。そこで、このような場合は「会員管理」で会員資格照合用フ

ァイルを作成する際に未納としないように修正した。 

4.2.8 優秀ポスター賞の選考 

 優秀ポスター賞の選考は支援システムとは直接関係ないが、今回は事前審査に支援

システムを利用した。そのため、大会運営委員長が優秀ポスター賞選考委員会委員に

選考の依頼をする際、支援システムにアクセスするための URL、ユーザ名、パスワ

ード、要旨集原稿（PDF ファイル）の閲覧方法をメールで通知した（2 月 24 日）。 

4.2.9 アクセスログ 

 2010 年 12 月 1 日から大会開催日にかけて支援システムには約 1000 回のアクセス

があった。この 90%近くが集中した 2011 年 1 月 4 日～2 月 4 日のアクセス数をユー

ザごとに図 37 に示す。ここで、admin は管理者権限をもったユーザ名で、実行委員

会の担当者が使用し、wood2011 と knt-kyoto は管理者権限がなく、前者は部門委員

が、後者は近畿ツーリスト(株)の担当者が使用した。 

 admin のアクセスは締切日（1/14）とその翌日、1/19 と 1/20 の 2 箇所に集中して

いるが、これは部門ごとの会場割付と座長依頼の作業にそれぞれ対応したものである。

wood2011 は締切日からアクセスが増え、1/16(日)に一旦低下した後、1/17 にピーク

を示し、1/21 まで高いアクセス数を維持している。これは、1/15 以降に行われた部

門委員によるプログラム編成（座長候補者の選定を含む）作業に対応するものである。

一方、knt-kyoto は 1/24 以降のアクセスとなっているが、これは要旨集の原稿（PDF

ファイルの情報も含む）を取得するためのアクセスと考えられる。 

 なお、支援システムにログインすると、使用している PC のホスト名（または IP

アドレス）が記録され、表示ページを遷移するたびにそのホスト名がチェックされる。

ホスト名は通常は PC に固有であるが、プロキシサーバ経由でログインするとサーバ

がその都度ホスト名を設定する。そのため、ページ遷移をするとホスト名が変わるこ
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とがあり、システムから改めてユーザ名とパスワードの入力（再認証）を求められる。

プロキシサーバによっては頻繁にホスト名を変える場合があり、操作者はその都度再

認証を行わねばならない（そのたびにアクセス数がカウントされる）。これは、セキ

ュリティ上仕方のないことであり、該当者からのクレームもなかったが、操作性を余

りにも阻害する場合は何らかの対策が必要であろう。 

5. 総 括 

5.1 システムの不具合・修正点のまとめ 

 システムの不具合は、支援システムを使ったプログラム編成過程で明らかになった

ものはその都度修正した（上記参照）が、それ以外に改善すべき点も多々あった。そ

れらを以下に列挙する（ほとんどは既に修正済みである）。 

1. 「部門別編成」で「合計」の数字をクリックしたときの表示が乱れ、説明文・

タイトルの表記内容が不適切であった。 

2. 「部門別編成」で［作業進捗状況の更新］ボタンをクリックすると、ポスター

発表を行わない部門の設定データ壊れる（「メニュー」での「未着手」の数字が

1 になる）。 

3. 「発表順・座長候補者の入力」で特定の座長名をダブルクリックで一括削除す

るとき、その部門に同名の発表者（講演者）が存在すると、その発表の発表者

の氏名、所属先、発表部門も消去してしまう（その結果、「確定」の数字が –1 と

なる）。 

4. 「発表順・座長候補者の入力」で座長名の姓と名の区切りを任意にした結果、

座長名の表記が不統一になったが、入力値にかかわらず座長名はデータベース

（「会員管理」）のデータに強制的に置き換えるようにした 

5. 「発表者索引」の処理で、姓と名の区分、大文字小文字の表記などが一部で不

統一になり、間違っている箇所があったので、可能な限り正しく表示できるよ

うにプログラムを修正（入力ミスは対象外）。 

（注）この不統一が生じた原因の一つは、申込フォームで全角文字の入力をチ

ェックしていなかったことにある。そこで、全角文字は受け付けないように申

込フォームの設定を変更するとともに、注意文の内容を修正した（次回大会に

備えて）。 

6. 発表者が賛助会員の資格で申し込んだ場合、「発表者」は登壇者（説明者）では

なく、賛助会員名となるため、発表時間の重複チェックができない。 

（注）次回大会に備えて、賛助会員の場合も「発表者」は登壇者（説明者）と

し、会員資格の照合は別途設置した「会員名」（賛助会員の場合のみ必須入力項

目とする）の入力内容によって行うように、申込フォームおよび処理プログラ

ムを修正した。 

7. 「発表者索引」の個々の発表者の発表番号が無秩序になっていたのを、昇順に

ソートして列記するようにした。 

8. 「キーワード索引」でのキーワードの表示書式を統一（J. Wood Science に合わ
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せ、最初の文字を大文字に統一など）。 

（注）「プログラム一覧」での書式統一はしていない。そこで、申込フォームの

記入欄の注意文を索引の書式に合致するように修正した（次回大会に備えて）。 

9. 「キーワード索引」と「発表者索引」の一覧表示を見やすくなるように修正。

合わせて、キーワードも入力フォームで全角文字を受け付けないように修正。 

10. 「会場スケジュールおよび座長一覧」（4.2.5 参照）の作成機能を追加（ただし、

座長の氏名は発表ごとに記載）。「発表プログラム・要旨集原稿」画面（図 38）

の［発表スケジュール一覧］ボタンをクリックすると、発表日ごとに会場ごと

のスケジュールと座長が一覧表示される（図 39）。 

11. キャンペーン入会に伴う会費未納の表記の変更（正会員も対象にする）（予定）

に伴い、「会費未納」での説明文の一部修正。 

 なお、修正後の申込・閲覧修正フォームは、第 62 回大会用（仮）として、以下の

URL で参照できる。 

 https://www.jwrs.org/ 

 また、編成支援システムは、常に最新の状態のものを公開しており、以下の URL

で参照できる。 

 https://www.jwrs.org/ 

5.2 次回以降の大会に向けて 

 研究発表の申込受付の機能に、新たに申込内容の閲覧・修正および申込取消機能を

付加した「研究発表申込・閲覧修正フォーム」、プログラム編集を関係者が情報を共

有しながらブラウザを利用して行うことができる「プログラム編成支援システム」は、

十分な準備期間がなく、システムの作動・機能に関する検証も不十分であったにもか

かわらず、結果的には概ね良好な成果を挙げられたと考える。個人的な思い込みの強

いシステム開発であったが、予期しない不具合の発生に冷静に対処していただいた関

係各位に重ねて厚く御礼申し上げる。 

 このシステムを今後も使うかどうかは別にして、年次大会を開催地の負担をできる

だけ尐なくして、しかも学会行事として安定して運営していくためには、プログラム

編成と要旨集作成はきわめて重要な問題である。そこで、目新しい点はないかもしれ

 
図 38 

 
図 39 
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ないが、今回の大会を通じて気のついた事項をいくつか記しておく。今後の大会運営

に多尐とも参考になれば幸いである。 

(1) 要旨集データの修正について 

 大会開催前には、発表表題、研究概要、発表者、発表者索引などは発表者が記入し

たままとし、大会実行委員会が修正することはしないことにしていた。しかし、要旨

集の校正刷りが実行委員会に回覧されると種々の指摘があったりしたため、結局担当

者がかなりの手を入れる結果となった。これは、日本人の美徳でもあるので頭から否

定することはしないが、もう尐しドライになって原則に徹することも必要であると考

える。編集者が何とかしてくれると高を括って、推敲が不十分な原稿を学会誌に投稿

する研究者が跡を絶たない現状も、このような親切心があだとなっているように思う。

この際、申込者（共著者全員）が申込内容に責任をもつことを周知するためにも、要

旨集の体裁には尐し目をつぶって、実行委員会は一切手を入れないことを徹底するこ

とを改めて提案したい。 

 なお、実行委員会が原稿に手を入れなくてもいいようにするため、申込の際の注意

書を充実させることも考えられるが、これまでの経験からしてほとんど効果は期待で

きない。それよりも、申込段階で、正しいデータのみを受け付け、誤ったデータを受

け付けないようにする（例えば、ローマ字入力を求める項目では全角文字を受け付け

ない）こと、データを統一した書式で表示できるように適切な入力項目を配置する（例

えば、申込者の姓と名を別々に入力させる）ことなどを考えるべきであり、これがも

っとも確実に効果があがる方法である。 

(2) 大会の英文会告の充実 

 年次大会の会告は、尐しくどさを感じるくらい非常に充実しているが、英文の会告

はついでに作った感が否めない。申込者の数が尐ないこともその一因であろうが、留

学生の数などを考えると、英文の会告を充実させることは、結局は実行委員会の労力

の減尐につながると考えられる。 

(3) プログラム委員会の体制整備 

 編集委員会の責任者は編集委員長であるが、編集業務を日常的に支えているのは編

集主事である。プログラム委員会は、大会での部門編成などの大きな役割があるが、

具体的なプログラム編成などの業務は編集主事に相当する者がある程度の期間を定

めて継続して担当するべきと考える。ただし、編集業務に比べてプログラム編成は一

時期に集中する業務のため、非常勤職員などをあてることは現実的ではなく、半数交

代を原則として複数の会員（小委員会を構成）が担当することにより、継続性を担保

するのが望ましい。この小委員会は、発表申込フォームおよび今回のような編成支援

システムの維持管理にも責任を持つことにする。 

(4) 「日本木材学会年次大会開催・運営指針」の見直し 

 今回のような編成支援システムを導入すると、学会の「日本木材学会年次大会開

催・運営指針」も見直しが必要である。とくに、プログラム委員会の実際の業務を担

当する小委員会のような担当者の設置が急がれる。また、大会担当者、プログラム委
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員会、大会運営委員会、大会実行委員会の関係を整理し、それぞれの役割を明確にし

ておく必要がある。要点は、年次大会の開催責任者を明確にすることと、年次大会の

継続性を保証しつつ、大会開催地の自主性をできるだけ損なわないようにすることで

ある。 

(5) 参加登録における会員認証について 

 プログラム編成と直接関係ないが、参加登録における会員認証について尐し触れて

おく。今回の参加登録は近畿ツーリスト(株)に委託したが、委託先との協議で、会員

資格の認証に必要なデータ（会員番号、会員種別、会員名、ローマ字、所属先・所在

地）は学会ホームページから委託先の担当者（アクセスのためのユーザ名とパスワー

ドを付与）が手に入れ、これを委託先のサーバにアップロードして参加登録時の認証

に用いるものとした。そのため、入会申込をした直後に（発表申込はできるが）参加

登録はできないので、一両日の間をおいて参加登録するようにホームページ上で告知

した。また、委託先ではデータファイルに新規入会者のみを追加する操作を行ってい

たようであるが、4.1.2 に記したようなトラブルがあると、一部の入会者がデータフ

ィルから欠落してしまう可能性もある。 

 入会申込、発表申込、参加登録を一連の操作として円滑に行うためには、同一のサ

ーバ上で共通の会員データベースを用いて行うのが最善の策であるが、参加登録料の

徴収作業などを考えると参加登録は業者に委託するのが望ましい。その場合、会員資

格照合用のデータの更新手順について、サーバ管理者も交えて綿密に打合せをしてお

く必要がある。また、参加登録時の会員資格認証までを学会サーバで行い、業者のペ

ージにジャンプさせることも考えられる。この場合は、必要な会員情報を業者のペー

ジにどのようにして安全に伝えるかについて、十分検討しておく必要がある。 

 いずれにしても、発表申込と参加登録（事前登録）の締切を同一日にする必要性は

ないため、参加登録（事前登録）の締切日を発表申込の締切日から尐なくとも 1 週間

程度後にしておくと種々のトラブルの発生はかなり回避できるであろう。 

（以 上） 


